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ベ トナムにおけるコー ヒー産地の

形成 とコーヒー農場

村 田 武

1は じ め に

ベ トナ ムは1990年 代 半 ばにいた って コー ヒー栽培面積 を急増 させ ,1996年 に

はアジア最大 の コー ヒー生産 ・輸出国であ った イン ドネ シアを追い越 し,99年

には南米 コロンビアを も追い越 して 世界第2位 の生産 ・輸 出国 になった。 ちな

み に、2001年 に お けるべ1・ナ ムの コー ヒー豆生 産量 は約80万 トン,輸 出量 は

75万 トンで ある。 世界最大の ブラ ジルの牛 産量 が202万 ト ン,輸 出量が144万

トン,第3位 の コロ ンビアは同66万 トン,58万 トン,第4位 の イ ン ドネ シア

は同38万 トン,30万 トン,第5位 のメキシコが同33万 トン,27万 トンであ る。

ベ トナ ムは押 しも押 され もせぬ コー ヒー生産 ・輸山国にな っている。

これ は1981年 に始 ま るベ トナ ムの経 済改革,と くに1986年 か らの 「ドイモ

イ」(刷 新)政 策 による市 場経 済へ の移行 の もとで農業部門で推進されたのは,

集 団農場 の解体 と個別農民経営へ の移行であ って,1993年 の新土地 法が それ を

促進 した結果,ベ トナム農業 の顕著 な成長 をもた らす もの となったので ある,、

コーヒー生産 と輸 出の成長に も,ド イモイ政策の もとで政府の外貨獲得 源 とし

ての期待 とそのた めの投 資が背景 にあ る,,こ こで は,ベ トナムにお ける コー

ヒー産地の形成 とコー ヒー経営 の実態 を分析す るB。

1)わ が 国 にお け るベ トナ ム農 業研 究 は,べ トナ ム産 の コ メの3分 の2を 産 出 す るデ ル タ地 域(北

部 の 紅 河 デ ル タお よび 南 部 の メ コ ンデ ル タ)の 調 査 研 究 を 中心 に して い る.,例 えば,長 憲 次 ・八

木 宏 典研 究 グ ルー プ は.¶eはEame託AgriqUt肛eUnderMarkeし 一QrienしedEcollomy"(TheAgricuku-

ralPubhshingHouse,[lanoi-Viemam,a期)に お い て,ベ トナ ム 農 業 を め ぐ る諸 門 題 と今 後 の/
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llド イモ イ(刷 新)政 策 と外貨獲得源 と しての コー ヒー豆

かつ て旧 ソ連や東 欧諸 国向 けの輸 出商品農 産物 であ ったベ トナムの ロブス

タ ・コー ヒーは,主 に シンガポールを経 由 しなが ら国際価格 の低迷 下で ヨー

ロ ッパや米国市場 への輸 出を伸 ば し,輸 出量 は1990年 代 に入る とタイを抜 いて

10万 トンに近づいていた、,

コー ヒー の栽培面積 は,1985年 の4.5万haか ら,86年6.6万ha,87年9,2万

ha,88年11.2万ha.90年12,3万haと な った。 ちなみに,コ ー ヒー以外 の商品

作物 で は,ゴ ムが85年 の18,0万haか ら90年 に は21.6万haへ,コ コナ ッヤ シ

が85年 の12.7万haか ら90年 の20,6万haへ.茶 が85年 の5.1万haか ら90年 の

5.8万haへ の 増加 であ った。他方で,サ トウキ ビは85年 の14.3万haか ら90年

に は13,5万haへ,葉 たば こは85年 の4.3万haか ら90年 に は2.2万haに 減 少 し

て いる。おそ ら く、いず れ も国際市況 を敏感 に反映 しての変化で あろ う。

ベ トナム経済 にとって コー ヒー豆は外 貨獲得源 としてたいへん重要であ る。

ベ トナムの10大 輸出商品(1992年)の うち4品 目が農 産物であ って ,コ ー ヒー

豆 はコ メに次 ぐ輸 出農 産物で あ る。 コー ヒー豆 に次 ぐの は,ピ ー ナ ッツ,果

実 ・野莱で ある,,

さ て、ベ トナ ムで の コー ヒー栽培 は,1880年 代 末 に フランス人が北部 の ホ

ア ・ビン省や コ ンッム省 にプラ ンテー シ ョンを開いた ことに始 まる とされ てい

る,、1920年 代 以降 にあ った とみ られ る合計1000～2000haの 商 業的 プラ ンテー

シ ョンは,第 二次世界大戦 中にほとん どが破壊された,、その後ベ トナム戦争 の

時 期 には,全 国で1万 ～1,5万haの コ ー ヒー栽培が.北 部で はネア ン,タ イン

ホ ア,ラ イチ ョウな どの省で,中 南部で はダクラク,ザ ラム,コ ンツム.ラ ム

ドンな どの省で行わ れていた。

＼発 展にと っての課題 のあ りか を明 らか にしてい る、,これに対 して,こ れまで のところ,占 くか ら

知 られている ダラ ト高 原の輸出用高原野菜,北 部山聞茶地域.さ らには小稿で と りあげ る中部 ダ

クラク高原 のコー ヒーなど.商 品作物 産地 についての調査研究 は きわめて乏 しいことを特徴 に し

ている.,
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ベ トナ ムにお け る コー ヒー栽培 が転 機 を迎 え るの は
,南 ベ トナ ムの解 放

(1975年)後 であ る。政府 は旧 ソ連や束欧諸 国への輸出 をめざ して,少 数民族

が居住す る西部高地で の ロプスタ種の新植計 画を採用 したのであ る。 ダクラク

省 とザ ライ省に12の 国有農場 を設置 し,そ の周辺 には他省か らの入植者が コー

ヒー園 を開 くこ とを推 奨 した。 国有 農場 は コー ヒー園面積 が300～1000ha規

模 で.12農 場 合計で ほぼ5000haに 達 する もので あ った。

こうして開かれた国営農場の コー ヒー園で あったが ,1986年 の ドイモ イ政策

への転 換 に ともなって .国 有 農場 農地は 「契約法」(1988年)に もとづ いて個

人農へ の配分が進め られて きた。現 在で は国有農場直営園 は20%に す ぎない と

み られ る。

国有 農場 の周辺 に新規 入植 した農家は,平 均1～2haの コ ーヒー園 の経営 に

加えて,国 営農場 に雇用される機会があ る、、また,国 有農場 と個 人農 の間には.

コ」 ヒー豆 とバー ターで資材 を供給す る方式が採用されてい る。例 えば,2ト

ンの肥料 の供給 に対 して,農 家 は2ト ンの コー ヒーチ ェ リー(未 加 ⊥の コー

ヒー果実)で 支払 う。

IHダ クラク高原のロ ブス タ ・コー ヒー産地

1ダ クラク高原でのコーヒー栽培熱

ベ トナム西 部高原 地帯 に位 置す る ダク ラク省 は ,面 積が195.3万ha,人1」

170万 人,う ち50万 人 は省都 バ ンメ トー トに居住 してい る。30余 りの少数民族

が住んでい る。1975年 の 省人 口は35万 人であ り,そ れ以降25年 間の人 口5倍 化

は,コ ー ヒー ノキ新植 の増大 と重な ってい る。 その背景 には,南 ベ トナム解放

後 に政府が推 進 した北部諸省か らの中南部諸省へ の国 内植民事業があ る。

農業適地70万haの うち既墾地 は47.2万haで あ る。その うち水 田は1.9万ha

にす ぎない。 この省 はコメについては他 省か らの移入 に依存 してい る。

樹 園地が重要で.コ ー ヒー17万ha(全 国 の コー ヒー栽培面積の59%を 占 め,

生 産量 は26～28万 トン).天 然 ゴム2.7万ha(生 ゴ ム生 産量8000ト ン～1万 ト
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ン),カ シ ューナ ッツ7000haが 代 表的で ある、、その他 にはサ トウキ ビ8000ha

(1、7万 トン),綿 花 同 じ く8000ha(7000-8000ト ン),コ シ ョウ2000haが あ

る。

ダクラク高腺における コー ヒー栽培 は70年 以hも 前の植民地 時代 に始 ま って

お り,南 ベ トナ ム解放時(1975年)に は約7000haの コー ヒー園があ った とさ

れ る。 これが1999年 に は17万ha(う ち 成園 は11万ha】)を 数え るまで にな って

いる。 しか し,ダ クラク省人民委員会によれ ば,こ の栽培面積 は推 定値であ っ

て,実 際 には20万haを 超 えて いる とみ られ る3'。1999年 に は国際 コー ヒー価

格 はすで に低迷傾向 を強めてお り,と くに ロブス タは1ポ ン ド80セ ン ト水準 に

まで低下 していた のであ るが,ダ クラ ク高 原で は他の作物 に比 較 しての コー

ヒーの高収益性 にたいす る農民の反1、じを抑 え られ ない とい う状況 にあった。人

民委 員会に とっては,コ ー ヒー園の開墾二森林破壊で あって,何 とか抑制 した

い とい うことで あった、、

1991年 か ら93年 にか けての国際 コー ヒー価格は1ボ ン ド当た りアラ ビカで70

セ ン ト,ロ ブス タで は50セ ン トを割 り込む きわめて低 水準 の もので あ ったが,

これが94年 夏 以 降回復 し,95年 い っぱい続いたのである。 とくに94年 秋 にはア

ラビカでは2ド ルを超 え,こ の価格回復 は98年 夏まで続 いた。 ロブス タで も1

ドル70～8(〕セ ン トとな った、,しか し,ロ ブスタは1ド ル水準を維持 したのは95

年 い っぱいの1年 半 の間に限 られ,早 くも96年 には1ド ルを割 り込 んで しまっ

た、:、

しか し,こ の94年,95年 とい う短期 間 の ロブスタ ・コー ヒー価格 の上 昇で

あ った ものの,そ れは,ダ クラク高原 にたいへんな コー ヒー園開拓 ブームを引

き起 こす ことになった。第1図 は。国際 コー ヒー機 関(ICO)に 報 告 されたベ

トナムにお ける 「生産者 に支払われ た価格」であ る。1994年 半 ばか ら95年 の1

ポ ン ド当 た り1ド ルを 超 え る価 格 は ま さ に 「コー ヒー ・ボ ナ ンザCoffee

2)1999年8月 に実施 した現地での調査 に際するNguyenVallLa・1g副 議長(46歳)か らの聞 き取

りによる。
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第1図
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国際 コ ー ヒ ー価 格 の 変動(生 産者に支イノ、われた価格 ・ロブスタ種)
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Bonallza(大 当た り)」をダクラク高原に引き起 したのである。 さらにその後

の96年末から97年初めにかけての反落は短期間におさまり,97年 半ばには反騰

して99年前半にかけての足掛け3年 は60セ ントを上回る価格となった。この生

産者価格水準から得られる農業所得は,他 の作物では考えられない高収益をも

たらす ものであった。こうしてダクラク高原は長期のコーヒー ・ブームに沸 く

ことになるのである,,

ダクラク省が少数民族の居住地域であって,彼 らの所有してきた森林が低価

格で新規入植者や地方公務員に買収される条件のあったことも,森 林を伐採 し

てコーヒー園に転換す る動 きを強めることになった。新規入植者や公務員の土

地買収や開墾 ・コーヒー新植が顕著であったのは,彼 らが銀行融資へのアクセ

スにおいて有利な地位にあったことが大きい。外部からの新規人植者のなかに

は,ホ ーチ ミン市の富裕市民による入植(実 際の経営は,マ ネジャーを含め雇

用労働力依存)も あるとい う。逆にベ トナム銀行の融資による少数民族の家族
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に よ る開墾 もあ るにはあ るが,わ ずかにある とされ る、

国営 コー ヒー農場 の周辺 に平均1～2haの コ ーヒー園 を開拓 して入植 した農

家 のなか には,20ha規 模 に達 す る大型経営 も生 まれてい る。規模 の大 きな農

家 には,ll月 か ら1月 の コー ヒー収穫期には.他 省,と くに北部の紅河 デルタ

の稲作地帯か らコメ収穫後の男子出稼 ぎ労働 者がコー ヒー収穫のため に住み込

みで雇用 される。8時 商労働で平均的 には 日当2万 ドン(食 事 な し)の 賃金で

あ る.ち なみ に,彼 らの1日 当た りの食費は5000ド ン程度 とされ る。ベ トナ

ム ・ドンの為替 レー トは近年で は1ド ルが1万 か ら1.5万 ドンの問 を変動 して

い るので,日 当2万 ドンは1.3-2ド ル とい うきわめて低い賃金水準で はある

が,就 業機 会の乏 しい紅 河デル タ(そ こで は農業雇用 労賃水準 は 日当1ド ル と

され る)か らの出稼 ぎ労働力 は豊富で あって,コ ー ヒー収穫期 には5万 人が1

～2か 月滞在す るとい う。

ダ クラク省 に約6万haあ った とみ られ るコー ヒー園は17。6万haに 達 し,99

年8月 時点では,ま だ栽培面積 の拡大 は止 まっていない状況にあ った。なお,

ダ クラ ク省 以外 で もコー ヒー新植 が進 み,全 国 の栽培 面積 は30万ha,コ ー

ヒー豆生産量 は40万 トンを超 えるまで にな った。

2ダ クラク省におけるコーヒー栽培条件 と技術

ダクラク高原 は標高500m以 上 で.気 候的 に も,ま た赤土土壌(地 質的には

玄武岩台地)が コー ヒー栽培 に適 してお り,農 業研究所の コー ヒー ノキ植栽密

度 や灌概方式 などについての栽培技術 指導(コ ー ヒー岡の45%は 潅 概 されてい

る)と ともに,優 良品種 の供給 が高 収量(1ha当 た り平均2.2～2,3ト ン)を

安定 して もた ら した ことが栽培熱を高め ることになった。 コー ヒー園 には日陰

樹 木 としてマメ科 の落葉高木であ るニセ アカシアが植 えられてお り、 さらに ド

リアン,ラ ンプータ ン,バ ナナ,パ イナ ップルな どの果樹,さ らにシナモ ンな

どとの混作が一般的で ある。

ダクラク省都 バ ンメ トー トに設置 された農業 ・農村 開発省附属の西部高原農
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林業科学技術研 究所(WestemHighlalldsAgro-ForestrySciellcea・1dTechnic-

alInstitute)が 西 部高地での コー ヒー栽培技術 の確立 と普 及に頁献 してい る。

この研 究所 はかつ て フ ランス植民地時代 にあ った コー ヒー ・カカオ研究 セ ン

ター(CoffeeandCacaoResearchCent(∋ ピ)を1983年 に コー ヒー研究 セ ンター

(CoffeeResearchCenter)と して復 活 させ,1997年 に 現在 の名称 にな った も

のである.

国営農場 および村 と協 力 して,農 民経営の コー ヒー栽培技術 指導 を行 ってい

る。技術指導 は90名 を数える職員全員が担当 してい る。研 究所付属農場 の管理

に200名 の 現業職 員が い る。農 家サー ビス と しては,雨 期 の施肥 ・病 虫害管理

技術や,収 穫後勢定技術 な どの訓練 コー スが用意されている。農家 は必要 に応

じて直接研究所を訪ねて相談す ることがで きる。 ダクラク省の北隣 りのザ ライ

省,南 隣 りの ラム ドン省 にはこの研 究所付属 の研 究セ ンターが置かれてい る。

しか し,コ ー ヒー栽培適地 といって も,そ れは ロブス タ種 に当てはま りはす

るが,ア ラビカ種への転換 はむずか しい とみ られ る。 ダクラク省の標高 は800

m以 下 が 大半で。① 病 害問題 があ る こと、② コー ヒーチ ェ リーの成熟期 が

雨季 に重 なる こと,③ ロブス タ種新植後 それほ どの年数が経 ってお らず,そ

れ を伐採 して アラビカに転換す るのは資 金的に容易で ない とされてい る。また,

この地域 を周期 的に襲 う干ばつ は,コ ー ヒー栽培 に大 きな影響 を与えてい る。

近年で は,1997年 の 干ばつで コー ヒー園1万haは 収 穫皆 無 とな り,1000haの

コー ヒー ノキが枯死す る被害を受けている。

IVコ ーヒー栽培国有農場

タ ンロ イ ・コー ヒー 国有 農 場(CongTyCapheThallgLoi)は,バ ンメ

トー ト市 か ら東 に17km,国 道26号 線(ダ ク ラ クー ニ ャチ ャン)の 南北 に

2450haの 農 場 面積 をもつ。 ダ クラク省 に設 立 され た国有 農場(20農 場)の な

かでは最大 の農場であ る。

1977年 に300haの 旧 フラ ンス人経 営 プラ ンテー シ ョンを国営 に移管 した も
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の で,そ れ まで の40名 の従 業員に加 えて新 たに160名 の労働者 を雇 用 した。当

初lha当 た りコー ヒーチ ェリーの収量 はL5ト ンの低水準であ った,、それ に加

えて,紅 河デ ルタの タイ ビン省な ど23省 の出身者で構 成 され た労働者 問の コ

ミュニ ケー シ ョンがむず か しく,新 規労働者の コー ヒー栽培 につ いての経験不

足 な どの問題 を抱 えた。 しか し.上 壌 は8～10mの 深 さがあ り,肥 沃 度 も高

か ったので.1987～88年 に行 われ た河 川水 を利用 した灌概事業 を基礎 に.天 然

ゴム,カ シューナ ッツ,綿 花 への転換 を推進 した。ただ.乾 期 の灌概 が不十分

で あったため に この事業 は成功せ ず,コ ー ヒー単作 に戻 った とい う経 過 をた

どってい る。そ の後30億 ドンの投資 に よって ダム建設(80-100万m3)も 行

わ れたので,コ ーヒー園全面積 に灌水 で きるよ うに なった。 その結果 コー

ヒーの単収 も上が り,1ha当 た り平均(チ ェリー)2.8～3ト ン,う ち800ha

につ いて は4～5ト ンの高い収量 とな った。

1992年 に 国有 農場(State・wnedellterprlse)に 再 編 され,96年 に は さ らに

国有 会社化 された。総 面積2450haの うち,建 物 用地な ど50haを 除 く2400ha

が コー ヒー園であ る。農場の管理職員お よび加工場従業員や診療所 ・幼稚 園な

どの担 当者 の合計 は105名,農 場労働者 は1250名(う ち男740名.少 数民族23

名)を 数える。

1998年 に大改革が行われ る。国有会社の コー ヒー園 は,1250名 の 労働者世帯

に平均2haず つ,50年 契 約で貸与され ることになった。

契約には2種 類が ある.

第1型 は資 本貸 与型(L()ancapitalforw・rkers)で あ って.平 均200～300

万 ドンの現金,さ らに求 めに応 じて肥料 ・農薬 の供給 も行 う方式で ある。労働

者世帯(農 家)は,コ ー ヒーを販売(自 由販売が認 められ てい る)し た粗収益

か ら土 地税 ・その他賦 課金(lha当 た り300kgの コー ヒー チェ リー)を 納付

し,残 りのほぼ90%が 取 り分 になる。

第U型 は,国 有 会社 と農家 のジ ョイ ン トベ ンチャー(Jointventureofenter-

priseandworkers)と い う特別(Extra)方 式 であ って,農 家49%,会 社51%
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の出資 に よるジ ョイン トベ ンチ ャー経 営で あ る。農家 は生産 した コー ヒー豆

(乾燥加工 したパーチ メン ト・コー ヒー)の うち51%分 を 国有 農場 に販売す る

ことが義務づ け られてい る。 この第n型 は資金のあ る裕福 な農家に有利 であ っ

て.資 金の ない普通の労働 者は第1型 を希望 した とい う。

国有農場 の労働者1人 当た り賃金 が月額80万 か ら90万 ドンであ った のに対

し,コ ー ヒー園 を貸与 された労働者世帯 の所得 は年 間5000～6000万 ドンに達

してい るので,生 活水準 は確実 に上昇 した とされ る。

国有会社は加工場 での加工原料(コ ー ヒーチ ェリー)を 確保す るために,第

H型 契約 の取 り分51%に 加 えて,労 働 者世帯 の取 り分49%を 市 場 よ り高値 をつ

けて収買す る(合 計4000～5000ト ン)、、1994年 に政府 が生産企業の直接輸出 を

認めて以来,国 有農場や その他企業間の収 買競 争が激 しく(ダ クラク省内の約

30社 が直接輸 出で きる),一 般農家か らも農場が 配置 した仲買 人を通 じて収買

に力を 入れている.、

そ の結 果,年 間 コー ヒー 豆輸出 量 はL5～1.8万 トンに なる。 うち80%の

コー ヒー豆 は水洗 加工 に よる もので ,輸 出品質基準 のR1とR2を 中心 に,1

kg当 た り1.5～2ド ルで売却 してい る。 国有 会社 としての経営実績 は順調 で

あ る。会社 に改 組 され た1996年 か ら3年 間の総 収益 は1943億 ドンで ある、,単

年度 の純収益 は65～70億 ドンにな るとの ことで あ った。

Vコ ーヒー栽培 農家

かつ て タンロイ ・コー ヒー国有 会社の労働者であ り,現 在では契約 で貸与 さ

れた コー ヒー園 を経営 してい るファン ・ナ ン ・ニエ ム(PhamNangNhiem)

氏 の経営 をみ る。

ニエム氏(52歳)は ,妻 と一緒 に1978年 に紅河デ ルタの タイビン省 か らダク

ラク省 に移 住 して きた。 移住 に際 し,政 府か ら,① 移住 のた めの旅 費.②

6ヵ 月問の食費 ③3年 間の所得税 免除の助成があ った。

1987年 に,タ ンロイ国有農場か ら 「第1型 契約」で0.5ha,「 第H型 契約」
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で2,1ha.合 計2.6haの コー ヒー園 を貸与 された。契 約期 間は50年 問であ る。

コー ヒー園 は住居か ら3kmの 距 離があ り,収 穫 した コー ヒーチ ェ リーの運搬

な どのために小 型 トラックを所有 している。

1998年 の経営 実績 を聞いた。

収穫労働 を含む コー ヒー園の管理 には.lha当 た り420人 日の労働力 を必要

とす る。夫婦2人 の労働力 に加 えて,3人 の労働者 を通年雇用 している(雇 用

労賃は3人 合計で食費 を含 めて2000万 ドン)。 さらに収穫 労働 者10～12人 を 日

当3万 ドンで雇 う。

第1型 契約 の0.5haの 収 量(チ ェ リー)は3ト ンで あ り,こ れ を乾燥 加工

したパーチ メ ン トで は650kgに な る,♪これ を仲買 人に1kg2万3000ド ンで売

れ るので,販 売額 は1495万 ドンとな る.第H契 約の2,1haに つ いて は15、7ト

ン(1}n当 た りで7.51・ ン)が 生産 される。 この15.7ト ンの チェ リーか ら乾

燥 加工 されたパ ーチ メ ン トの51%(L75ト ン)は 国 有農場 に引 き渡 され(!

kg2万4000ド ンで4200万 ドン),49%分1.69ト ンをlkg2万3000ド ンで仲買

人に売 る(3887万 ドン)。 粗収益合計 は9582万 ドンであ る。

物 財費であ る化学肥料(窒 素1ha当 た りO.4ト ン,燐 酸 同0.5ト ン,カ リ同

0.4ト ン)390万 ド ン1農 薬10万 ドン,水 利 費 に550万 ドン,こ れ に雇用労 賃

2030万 ドンを加 えた経 費 は2980万 ドンになる。粗収益 か らこれ を差 し引いた

所得 は6602万 ドンであ る。

新築 問もない住宅 は1億8000万 ドンの建築費 を要 した とい う りっぱな もので,

コ ー ヒー栽培 がたいへんな高収益であ った ことがわか る。

しか し,調 査 を行 った1999年 夏 にはバーチ メ ン トのlkg当 た り価格 はす で

に1万380〔)ド ンに4割 も暴落 していた,、ニエ ム経 営の粗収益 は販売量 に変化 が

ない もの として,5700万 ドン程 度.経 費 も前 年なみ とす れば所得 は2700万 ド

ン台に下が る。先 にみた第1図(生 産者に支払われた価格)に み られ るよ うに.

そ の後現在 にい たるまで コー ヒー価格は暴落の一途 をたどった のであ り,お そ

らく経費が粗収益 を ヒ回 る事態 とな っているにちがい ない。
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Vlコ ー ヒーの輸出

1コ ーヒー輸出企業の乱立と輸出入公社を中心とするコーヒー戦略

ハ ノイに事務所 を置 くベ トナム コー ヒー輸 出入公社(VINACAFE)で ベ ト

ナ ムの コー ヒー生 産 と輸出 をめ ぐる動 きを聞いた㌔

政府が許可制 の もとに置いて きた コー ヒー豆 の輸 出業務 については.1998年

に 自由化された。輸 出量 に関わ りな く申請があれば 自動 的に輸出業務への参 入

が認め られたので,lOO社 近 くも輸 出会社が生 まれた とい う、,

1998年 度 のベ トナ ムの コー ヒー輸 出総 計 は29万7987ト ン,4億2147ド ル

(1ト ン当た りで1414ド ル)で あ る。

輸 出 業 者 の 上位4社 は,①VINACAFE(4万4222ト ン),②C・mpany

2・3(4万1498ト ン),③INEXIMr)acLac(3万8662ト ン),④Gialai

lmport-exportComl)any(2万1329ト ン)で あ る。先 にみた タンロ イ社 は,輸

出業務で は第10位 にラ ンクされる。上位10社 で輸出量の80%の シェアを もつ。

輸 出量 の90%は す で に乾燥 加工施設 を装備 して いる民間企業 による ものである。

VINACAFEが 管 理で きるのは10%に と どま り,激 しい輸出競争 のなかで,

輸 出品質規格 の確立が困難であ るために.輸 出取引 は簡単 なサ ンプル取引であ

る,,さ らに,ベ トナム産商標 も確 立されていないために,国 際価 格 よ りも1ト

ン当た り100～150ド ル も低 い価格 にな ってい る、、

日本市場の開発をめざす ことが重要な戦略で ある。 日本が輸入 してい るロブ

ス タ種 は圧倒的に イン ドネシア産であ るが,目 本の輸 入商社 はベ トナムか らの

輸 入拡大 をめ ざしてい るとみ られ るので.5%に と どま っている 日本向 け輸出

を10%水 準 に引 き上げ るのが当面 の目標 とい う。

コー ヒーの輸 出入公社 であ るVINACAFE自 体 も直営 コー ヒー園3万haを

も っている。 ブラジルか ら乾燥加工施設10セ ッ トを輸 入す るとともに,独 自に

加工機械 を製造す る機械工場 ももつ。加工機械 はラオスに輸山 してい る、,ラオ

3)VINACAFEの 責任者ThaiDofmLal氏 からの聞き取1,による、
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スで は1000haの ロ ブス タ直営農 園を開発 した。 コー ヒーの収 量 も現在 のL5

1・ン(ha当 た り)平 均 を大 きくす るのでは な く,こ れまで化 学肥料 の増 投で

引 き上げ られ て きた収量で あるが,こ れ を有機に切 り替 える方針で ある。 また,

収 量,コ ー ヒー豆 のよ り大粒の もの.耐 病性な どを基準 に栽培品種 の多様化 に

取 り組む とい う。

コー ヒー栽培熱 の広 が りの もとで,お そ ら く全国の栽培面積 は36万ha ,そ

の うち成 園 は28～29万haに 達 してい る。 その うち24万haは ロ ブス タ種で.

全 国の コー ヒー園の90%は 西 部高地 にあ る。今後の計 画 としては,第1に 北部

諸省での アラ ビカ種 を中心 にした拡大 を進 める。栽培面積拡 大 目標10万haの

うち4万haは ア ラビカとす る(政 府助成4200万 ドル)。

北部諸省には国有農場 はない。すべて小農民経営で ある。1件 当た り事業高

3QOO万 ドンの コー ヒー園造 成事 業 につい て.3分 の1をVINACAFE,3分

の1を 省,残 りの3分 の1が 自己負担で,開 発資金 貸与(10年 償 還.最 初の3

年 間は償還 な し)が 行われてい る。

西部高地で はロブス タをこれ以上拡大する計 画はない。

2民 間企業UNIMEXCO

コ ー ヒーの輸 出業務 を行 う民 問企業 の ひ とつDoanKetLimitedCompally

UNIMEXCO(団 結 会社UNIMEXCO)を 紹 介 しよ う4,。

この会社の前身 は1967年 に設立 された農業生 産協同組合 「団結」であ る(組

合 員 は104名 で あ った)。 荒蕪 地の 開墾 によって 得 られた農地250haで の コー

ヒーや コシ ョウの栽培,食 品加工,製 紙 を事業 とした.1992年 の 法律 に もとづ

い て会 社組織 に転換 され てい る。100%自 己資 本で あって.国 や省 か らの出資

はない。

250haの コ ー ヒー園 は標高500mに あ って,ま とまった1団 地であ る。1ha

当 た り500本 の コー ヒー ノキが植 えられ てい る。 口陰作物 と して シナモ ンと ド

4)1司 じく1999年8月 に実施した調査による.副 社長NguyenVanBe氏 からの聞き取りによる。
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リア ンが植栽 されてお り,こ れ らはコー ヒー価格の低落に対 す る多 角化の…環

で もあ る。農作業 にはかつて の協 同組 合農民が 月給80万 ドンで雇 用されて い

る.、

年 間の コー ヒー豆生 産量 は800ト ンで,こ れ に仲 買業者 を各地 に配置 して収

買 した もの を加 えて6000ト ンを輸 出 してい る,,前 述 のVINACAFEの デ ー タ

によれば,コ ー ヒー輸出企業の第24位 に ランクされ る。

輸 出価格 は11)当 た り1340ド,レ であ ったので輸出額 は804万 ドルであ った.,

た だ し,輸 出単価 は1ト ン当た り1100ド ル に低下 してい る。単収が3～3,5ト

ン と高いので 。 この価格で もまだ収益性 は高 い。輸出先 は,オ ランダ,ス イス,

シ ンガポー ル,米 国で ある。

Vllお わ り に

さて,こ の間のコー ヒー豆の国際価 格の低迷 はさ しものべ トナム産地で もコ

ス ト割れを生み出すまで になってお り,こ れ以上 の ロブス タ栽培面積の拡大 は

ス トップさせた い とい うのが ベ トナム農業農村 開発 省 の方針 となってい る。

コー ヒー に関 しては,ハ ノイよ り北西 に位置す る北 部山間諸省で,7万 ～10万

haの ア ラビカ栽培 の拡大 に限定す る方針の ようである。

ここで取 り上げた ダクラク省 を中心 とす るロブスタ産地 でのコー ヒー生産 を

め ぐる課題 は,① 既存園の集約化,② 品質向上にある ことは,関 係機 関で 合

意 された もの と考え られ る。第1の 既存園の集約化 としては,カ カオや コ ショ

ウ,ア ボガ ドなどをコー ヒー園内に問作作物(hltercropping)と してを取 り込

む多角化方式がめざ されてい る。 コー ヒー価格の低落に よるコー ヒーの収益性

低 下 は,多 角化(diversification)を 指 導 せ ざるをえ ない状況を生み 出 してい

るので ある。第2の 品質向上 につ いては,天 日乾燥 による加工過程 で雨期 が11

月 まで続 く場合 な どにコー ヒー豆 の品質低下が避 けられず,こ れ に対処す るた

めに乾燥機(ド ラ イマシー ン)の 導入が期待 され る(ド ライマ シー ンは国営 農

場 に もまだ導入され てい ない)。
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近 年 のコーヒー国際価格 の暴落 と悲観的 な価格 見通 しの背景には世界最大の

コー ヒー生産 ・輸出国 ブラジルで のセ ラー ド開発 にともな う増 産 ,お よび ここ

に取 り上げたベ トナ ムの大 生産 ・輸 出国化があ ることは国際的な共通認 識であ

る。一次産品 に依存す る途上 国の窮状 を救 うための国際社会の運動を呼びかけ

てい るNGO団 体Oxfam(オ ク スフ ァム)は,2002年 夏 に発刊 した コー ヒー

救 済呼 びか け文 書"MUGGEDPovertyinyourcoffeecup'～ の 末尾 に,コ ー

ヒーの需給バ ランス ・価格回復 のための行動提案を行 ってい る。以下は,コ ー

ヒー生産国 の政府への提 案である5)。

L消 費量 を超 える一次産品が市場 に出回るのを防 ぐため生産諸国間で協 力

す ること。

2、 貧困撲滅戦略の中心に多 角化 の推進 を据 えること。

3、 家族農場 に取 り残 されてい る女性た ちへ の配慮を含めて,コ ー ヒー市 場

か らの離脱 をよぎな くされている生 産者た ちを支援す ること。

4.農 村地域の農民たちに対 して緊急 に次 のような改良普及サー ビスを提供

す ること。

・技 術面 とマーケ ティングの情報

・信用提供 と債務 管理 サー ビス

これ らの改良普 及サー ビスは,農 家 の女性たち に特別な注意が払われなけ

れ ばならない。

5.小 農民 を痛めつ ける反競 争的な取引 に対す制裁措置を制度化 す ること、,

6,国 際 コー ヒー機関(IC(1))の 品 質基準の小規模 農家、 とくに農家女性 へ

の影響が どの ような ものかを評価す る こと。

7.ILOの 基 本的労働協 約を満た した労働 法が きちん と制定 され履行 され

るように,季 節労働者や プランテー ション労働者の権利を保護 す ること、,

5)Oxfam,㌧'MUGGEDPoverτyinyourcoffeecup、"2002.の 翻 訳.オ ッ ク ス フ ァム ・イ ンタ ー ナ

シ ョナ ル 日本 フ ェア トレー ド委 員 会訳 ・村 田武 監 訳 『コー ヒー危 機 ・作 ら れ る貧 閑』 筑 波 書 房 .

2003年,77-78ベ ー ジ.、
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女性労働者の権利に対 してはとくに注意をはらうべきである。

8.国 内のコーヒー市場における貧しい農家の地位を向上させるために.小

規模農家の協同組合や企業の設立を奨励すること。

ドイモイ政策の成果 ともいうべきコーヒー大生産国化が,国 際コーヒー市場

への思わぬ撹乱要閃となり,価 格暴落が自らに跳ね返る事態を迎えたベ トナム

のコーヒー産地形成 と栽培農家・国有農場の実態を紹介した。〔)xfamの 提案す

る国際社会の協働に,ベ トナムも本格的に参加することが期待されている。


